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生
活
習
慣
病
と
い
わ
れ
る
糖
尿

病
や
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
は
、

最
初
は
症
状
が
な
く
て
も
心
筋
梗

塞
、
脳
卒
中
な
ど
の
重
大
な
病
気

に
つ
な
が
り
、
生
活
の
質
の
低
下

や
医
療
費
の
増
大
を
招
き
ま
す
。

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
に
着
目
し
て
こ
れ
ら
の
病
気

の
リ
ス
ク
の
有
無
を
検
査
し
、
リ

ス
ク
が
あ
る
方
の
生
活
習
慣
を
よ

り
望
ま
し
い
も
の
に
変
え
て
い
く

た
め
の
保
健
指
導
を
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
健
康
診

査
な
の
で
す
。

今
年
度

歳
～

歳
の
方
々
が

40

74

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
受
診
時
に
南
幌
町
の
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
（
ご
家

族
）
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
受
診
す
る
年
度
に

歳
を
迎
え

75

る
方
は
、
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
加
入
者
と
な
り
ま

す
の
で
、
誕
生
日
の
前
日
ま
で
に

受
診
を
終
え
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
受
診
す
る
年
度
に

歳
を
迎
え

40

る
方
は
、

歳
の
誕
生
日
を
迎
え

40

て
い
な
く
て
も
４
月
１
日
か
ら
受

診
で
き
ま
す
。

歳
か
ら

歳
ま
で
の
方
は
、

35

39

若
年
者
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

健
診
内
容
等
は
、
特
定
健
診
と
ほ

ぼ
同
じ
で
、
問
診
・
診
察
・
血
圧

測
定
・
血
液
検
査
・
尿
検
査
な
ど

で
す
。

な
お
、
若
年
者
健
診
も
オ
プ
シ

ョ
ン
に
よ
り
、
が
ん
検
診
（
胃
が

ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
）

国国国民健康保険 健診へＧＯ民健康保険 健診へＧＯ！！

特定健診っ特定健診っててなに？なに？

が
で
き
ま
す
が
、
実
費
負
担
と
な

り
ま
す
の
で
、
オ
プ
シ
ョ
ン
に
係

る
検
診
料
に
つ
い
て
は
、
健
診
の

申
込
み
を
す
る
時
に
あ
い
く
る
、

も
し
く
は
各
医
療
機
関
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

南
幌
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
被
保
険
者
の
方
は
、

若
年
者
及
び
一
般
の
被
保
険
者
共

に
１
、
０
０
０
円
で
健
診
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
特

定
健
診
と
同
時
に
が
ん
検
診
も
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
別
途

料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
案
内

文
書
を
ご
確
認
の
う
え
ご
利
用
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
な
お
、
長
沼

内
科
消
化
器
科
に
つ
い
て
は
、
が

ん
検
診
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
の

国民健康保険に加入している方は、１年に１回、自分の健康状態

を知る上でも、必ず健康診査を受けなければなりません。

「特定健診」という言葉はよく耳にするのですが、実際にどんな

健診なのか、わからない方がほとんどだと思います。

今回は、この特定健診とは何か、なぜ受けなければならないかを

特集します。

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

猿
申
し
込
み
先

（
巡
回
健
診
の
場
合
）

〇
あ
い
く
る

緯
３
７
８
～
５
８
８
８

（
個
人
で
健
診
を
受
け
る
場
合
）

〇
町
立
南
幌
病
院

緯
３
７
８
～
２
１
１
１

〇
み
ど
り
野
医
院

緯
３
７
８
～
２
６
４
８

〇
長
沼
内
科
消
化
器
科

緯
０
１
２
３
～

８
２
～
５
３

３
３

巡
回
健
診
の
予
定（
６
月
）

日

三
重
レ
ー
ク
ハ
ウ
ス

17
日

夕
張
太
集
落
セ
ン
タ
ー

18
日
～

日

あ
い
く
る

19

21

日
曜
健
診

８
月

日

あ
い
く
る

10
月

日

町
立
南
幌
病
院

10

26

○診察・問診

○身体計測

（身長、体重、ＢＭＩ）

○血圧測定

○血液検査

肝機能（ＧＯＴ、ＧＰＴ、γＧＴＰ）

血中脂質（中性脂肪、総コレステロー

ル、ＨＤＬコレステロール、ＬＤＬコ

レステロール）

○血糖（空腹時血糖、ＨｂＡ１ｃ）

○腎機能

（血清尿酸、血清クレアチニン）

○貧血

（赤血球、血色素量、ヘマトクリット）

○尿検査…糖、たんぱく

○心電図

○眼底検査…医師が必要と認めた場合
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みなさんは、年に１度健診を受けていますか？

自分は健康だと思っていても、体の中の状態は健診を受けてみなければわかりませ

ん。自覚症状が出る頃には手遅れということもあります。

南幌町国保では、35歳から健診を受けることができます。特に、40～50代の働き盛

りは仕事や付き合いも多く体に負担のかかる年代です。年に１度の健診で自分の体

の状態を知り、生活習慣を少しでも見直すことができれば10～20年後に心筋梗塞や脳

梗塞を起こすリスクを減らすことができます。また、病院で治療を受けていても持病

の診察だけという場合もありますので、全身の状態を知るためにも年に１度健診を受けることをお勧め

します。健診受診後には、保健師・栄養士による健康相談も行っています。

検査結果から、自分の体で何が起きているのか、改善するためにはどうしたら良いのか一緒に考えて

いきたいと思います。

※協会けんぽや健保組合などの社会保険の方は、各保険者・各事業所の健診をご利用ください。

保健師 佐藤瑞望

年に１度の特定健診を！

噛 体 験 者 の 声 噛

65歳で退職し、２年前から町の健診を受けています。50代は仕事が忙しく、自分の

健康を気にかける余裕もなく過ごしていましたが同僚が心筋梗塞を起こしたことをき

っかけに自分自身の健康も気にかけるようになりました。

10年前から持病のため病院に通っていましたが、自分の病気が今どの段階なのか、

何のために飲んでいる薬なのか、全く知らずに処方された薬を飲んでいました。しか

し、町の健診を受けて、あいくるで保健師から健診結果の説明を聞いた時、病気のこ

とや薬のことについて聞くことができ改めて自分の体の中で起きていることについて

知ることができました。また、保健指導にあわせて栄養士による栄養相談も受けることで自分の食生活

を振り返り、見直すこともできました。

今でも定期的に栄養相談を受け、健康管理の参考にしています。男の料理教室、快足シャキッと倶楽

部などあいくるの事業をはじめ、ゴルフやウォーキングなどの運動も楽しんでいます。「人生を楽しむに

は健康が１番！」これからも継続して健診を受けていきたいと思います。

人生、健康が１番！

北町 坂本善次郎さん

特
定
健
診
は
、
５
月
か
ら
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
受
診
券
の
発
送
が
５
月

の
連
休
明
け
と
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
特
定
健
診
の
受
診
券
が
到
着

し
て
か
ら
受
診
で
き
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
受
診
券
を
な
く

さ
れ
た
方
や
受
診
券
は
届
い
て
い

な
い
が
健
診
を
早
め
に
受
け
た
い

方
は
、
お
そ
れ
入
り
ま
す
が
住
民

課
医
療
介
護
Ｇ
ま
で
ご
連
絡
願
い

ま
す
。

健
診
な
ど
に
つ
い
て
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

あ
い
く
る
又
は
住
民
課
医
療
介
護

Ｇ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

特定健診は、簡単に受診できます

噛 保 健 師 か ら 一 言 噛
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①受診の予約

役場から健診の案内や受診券

が届いたら、受診す

る日を決め、健診の

できる医療機関に予

約する。

②特定健診の受診

受診券を持参し、健診を受ける。

・問診 ・身体測定

・診察 ・血圧測定

・尿検査 ・血液検査

③健診結果の通知

健診後、保健師または

栄養士より直接健診結

果をお渡しします。

④特定保健指導

対象者には保健師または栄養

士の保健指導を受けていただ

きます。生活の振り

返りをし改善点を一

緒に考えていきます。

→

→

結
果


